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◆「おらたる」のタッチパネル 

 芋川砂防フィールドミュージアムでは、現地での説明拠点となる、東竹沢・寺

野・竜光・下之沢（梶金）で看板設置の準備を進めています。 

 東竹沢地すべり跡地は、昨秋までに土砂や工事用大型ブロックの撤去を行い、

見学しやすくなりました。 

 芋川砂防フィールドミュージアムの情報を全国に向

けて発信するためのホームページを準備中です。 

 パンフレットやガイド用の資料、この「かわら版」

のバックナンバーなども、 

ホームページから取り出 

すことができるようにな 

ります。 

★視察団体や観光客が増えています 

 
 

  やまこし復興交流館おらたるの1階

交流スペースに、タッチ式の大型モニ

ター（表示装置）が置かれています。 

  芋川砂防フィールドミュージアム

の情報も載せていただくことになりま

した。解説パネル・映像・地図等をご

覧いただくことができます。 

  現地ガイドに役立つ情報、中越地

震による土砂災害や砂防に関する情報

が満載です。 

  現地に行けないときにも、映像等

による情報をお役立てください。 

  

◆現地の説明看板 ◆ホームページ 

 

 

◆ 工事で山古志の景観が損なわれるなんて

いうのは違うと思う。自然の地には、木が生

え、草が生え、土砂で赤くなっていたところ

がみんな緑に変わって行くというふうに私は

説明しています。    （星野吟二さん） 

◆ 講習会に参加して、砂防事業なくして住

める場所じゃないんだと改めて思いました。

同じような条件のところから視察に見えてく

ださる方達もあり、随分と関心を持ってくだ

さいます。 

 気持ちを穏やかに生活できる場所がふるさ

となんだ、ということを一番伝えたいと思っ

ています。      （小川美英子さん） 

◆ 地震後に、地域でまとまっていて、

助け合うっていうところは頼もしかっ

たんですね。視察などで訪れる自治会

の会長さんのグループですとか団体の

方々に、そういうことをお話しするこ

とがあります。   （関静子さん） 

◆ 山古志が全村避難した時、48時間

以内で1200人が全員出られた。集落

ごとにみんなそれぞれを確認できたこ

とは幸運だった。それができることは

一番大事なことじゃないかな。コミュ

ニティーだよね。  （関正史さん） 
  
 
  --平成26年1～2月ヒアリングより-- 

★総合案内マップ つくりました 

★観光ボランティアガイドさん・・・「伝えたいこと」は？ 

 山古志支所の記録によると、職員やボランティアガイドさん達が案内した観光

客や行政視察団体などの数が、平成25年度は昨年より人数にして2割以上増加し

ています。この増加は、特に震災9年の「おらたる」オープン以降に見られます。 

 闘牛大会の入場者も震災後に山古志で復活してから

最大となり、年間15,000人を超えました。 

 「おらたる」では、積雪期の1月.2月でも一般客が

訪れ、オープンから2月一杯までの入館者は8,000人

となっています。 

 震災10年を迎える平成26年度には、さらに   

多くのお客様が訪れることは間違いありません。 

上：山古志闘牛場 
下：「おらたる」 
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★芋川流域の貴重な経験を伝え、明日につなぐために 準備を進めています★ 
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